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はじめに 

 加東市は、総合計画の基本構想において「山よし！技よし！文化よし！夢がきらめく☆元

気なまち 加東 ～みんなが主役！絆で結ばれた 笑顔あふれる しあわせ実感都市～」をまち

の将来像として掲げ、これまでから様々な施策に取り組みながら、財政基盤の強化と行政経

費の節減を進めてきました。 

令和２年国勢調査においては、比較的高い出生率と転入超過により人口は維持しています

が、若年層の流出と高齢化の進行は全国的な傾向と同様に進行しているため、今後はいかに

して人口減少を抑制していくかが重要となります。 

また、物価高騰など、喫緊の課題にも対応しつつ、人や企業から選ばれるまちとしての活

力を維持・発展させていく必要があります。 

このような中、市税収入をはじめとする歳入の予測及び各種計画と連携した歳出の見通し

を中長期的な視点から示し、計画的な財政運営を推進するために、毎年、財政計画を策定し

ています。 

なお、地方財政計画等における地方財政措置（税制改正、交付税措置、地方債計画等）に

ついては、毎年度見直され、経済情勢によっても収支見込みに大きな乖離を生じることがあ

ることから、算定の前提条件等については、毎年度、適切な条件での算定に努めています。 

今回策定しました財政計画については、令和６年度から令和 15 年度までの 10 年間の財政

見通しを普通会計の一般財源ベースで推計したものです。 

一般財源 

一般財源とは、使途が特定されておらず、地方自治体が自らの裁量で使用できる財

源で、地方税、地方譲与税、地方特例交付金、地方交付税が一般財源にあたります。

このうち、地方税は自らの自治体で調達する自主財源ですが、地方譲与税、地方特例

交付金、地方交付税は国から交付される依存財源となります。一般財源に対して、使

途が特定されている財源を特定財源といい、国や県の影響力が強い国・県補助金、地

方債、使用料などがそれにあたります。 
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Ⅰ 財政見通し 

 景気は、物価上昇が賃金上昇を上回る中で消費が力強さを欠いているものの、今後は

緩やかな回復が続くことが期待されています。

本市においては、歳入では、人口減少に伴う市民税の減少傾向が続くことが予想さ

れ、固定資産税についても今後の増額は期待できません。 

一方、歳出は、補助費が減少傾向にあるものの、社会保障経費である扶助費や大型事

業の実施による公債費が増加傾向にあります。また、物価高騰の影響による経費の増加

も見込まれる中、デジタル社会への対応や持続可能なまちづくりを進めていかなければ

なりません。 

  こうした課題を踏まえ、中長期的な視点で歳入歳出や健全化判断比率のシミュレーシ

ョンを行い、必要な事業を計画的に進めながら、財政の健全性を維持するよう努めてい

く必要があります。 

■歳入・歳出の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

  収支予測は、歳入では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金及び物価

高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（以下、「臨時交付金」という。）に加え、公共

施設整備基金繰入金の増などによる令和５年度の 165 億 5,100 万円をピークとして、令

和 15 年度には 16 億 2,600 万円減の 149 億 2,500 万円と試算しています。一方、歳出の

ピークは、令和５年度からの繰越事業を含む社地域小中一貫校整備事業を実施する令和

６年度の 163 億 8,800 万円と試算しています。 

  今後も、小中一貫校整備関連事業に公共施設整備基金を積極的に活用し、安定した財

政運営のため必要な場合は、財政調整基金を取り崩します。 
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■歳入歳出差引額の推移

（単位：百万円） 

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。 

※ 年度間の財源調整や不測の事態が発生した場合は、財政調整基金を活用します。

参考（基金の繰入れを行わない場合の歳入歳出差引額） 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。 

※ 投資的経費充当特定目的基金は、公共施設整備基金及び地域振興基金を充当。 
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Ⅱ 歳 入 

１ 市税 
   平成 18 年度において約 71 億円あった市税は、令和５年度決算では市民税や固定資

産税の減などにより令和４年度と比較して 6,300 万円減少し 69 億 7,800 万円となり

ました。令和 15 年度は、令和５年度決算額より 1 億 2,600 万円減少し 68 億 5,200 万

円と推計しています。 

   地価についてはほぼ横ばいであるものの、今後の家屋の新増築や企業の設備投資は

大きく見込めないため、厳しい状況が続くものと考えています。 

■市税の推移 
（単位：百万円）

    ※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

   令和６年度以降の市税収入は、次のとおり算定しました。 

   (1) 個人市民税については、将来推計人口を考慮して算定しました。法人市民税に

ついては、令和５年度決算と同額としました。 

   (2) 固定資産税及び都市計画税については、３年ごとの評価替えによる影響等を考

慮して算定しました。 

   (3) 軽自動車税については、令和５年度決算額を基準に算定しました。 

   (4) たばこ税については、令和５年度決算額を基準に、税率改正や販売数量の減を

見込んで算定しました。
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２ 地方交付税 
   地方交付税は、団体間の財源の不均衡を調整し、すべての地方公共団体が一定の水

準を維持しうるよう財源を保障する見地から、国から一定の基準によって配分される

財源です。 

 令和６年度は、新たに創設されたこども子育て費の増、地方公共団体の施設・サー

ビス等の物価高騰への措置に伴う包括算定経費の増などにより、基準財政需要額が増

となり、市民税や固定資産税の減などにより基準財政収入額も減となり、普通交付税

は増えましたが、実質的な地方交付税の総額は、前年度と比較して8,500万円の減を

見込んでいます。 

■地方交付税の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

普通交付税の額の算定方法は下式のとおりです。 

普通交付税額 ＝（ 基準財政需要額 － 基準財政収入額 ）＝ 財源不足額 

・基準財政需要額 

＝単位費用（法定）×測定単位（国調人口等）×補正係数（事業費補正等） 

・基準財政収入額 ＝ 標準的税収入見込額 × 基準税率（75％） 
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   令和７年度以降の地方交付税は、次のとおり算定しました。 

(1) 普通交付税

     基準財政需要額のうち、公債費は、既借入分の償還予定額と、新たな事業での

借入分の償還見込み額の合計から今後の需要額を試算し、その他の需要額は、一

定水準が確保されることを見込んでいます。基準財政収入額は、令和６年度算定

額を基準とし、地方税などの推移を考慮して試算しました。 

(2) 特別交付税 

     普通交付税で措置されない個別、緊急の財政需要に対する財源不足額が交付さ

れ、令和６年度予算額と同程度としました。 

(3) 臨時財政対策債 

     実質的に地方交付税の代替財源となり、令和６年度と同程度としました。 

３ 地方譲与税・税交付金等 
   地方譲与税・税交付金は、国が徴収する特定の税を一定の基準により地方公共団体

に交付されるものです。地方消費税交付金については、物価高騰に伴い、ゆるやかに

上昇すると試算しています。 

その他の交付金等は、現時点での予測が困難であることから、各年度ほぼ同額と試

算しています。 

■地方譲与税・税交付金等の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

臨時財政対策債

臨時財政対策債とは、地方交付税の財源不足を補うために国と地方が折半して負担し、そ

の地方負担分として発行する赤字債（地方財政法第５条の特例として、建設事業等の投資的

経費以外の経費にも充当できる。）で、元利償還に必要な額は、後年度の交付税の基準財政

需要額に算入されます。令和６年度の算入額は、5,800 万円。 
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 ４ その他の収入 
令和５年度は、令和４年度と比べ、臨時交付金が 1 億 2,700 万円の増となりま

したが、ふるさと納税が 3 億 4,000 万円の減となったことなどから、3 億 900 万

円の減となりました。物価高騰対策のための臨時交付金は令和７年度までと試算

し、ふるさと納税については令和３年度をピークに徐々に減少するものと試算し

ています。令和６年度以降の土地売払収入は見込んでいません。 

■その他の収入の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。
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Ⅲ 歳 出 

１ 義務的経費 
   地方自治体の歳出のうち、人件費、扶助費、公債費など任意では削減できない義務

的経費については、平成 18 年度に 59 億 7,800 万円であり、その後は減少傾向にあり

ましたが、少子高齢化を背景に社会保障関係経費である扶助費や地方債の償還金であ

る公債費の増加から、令和 15 年度には 72 億 1,700 万円と推計しています。 

  ※この義務的経費の割合が低いほど財政の弾力性があり、割合が高くなると財政の硬

直度は高まるとされています。 

■義務的経費の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

① 人件費 

    職員数については、定員適正化計画に基づき職員の採用を実施しており、高度化、

多様化する住民ニーズへの対応や、様々な行政運営を円滑に進行するため、計画的

に職員を確保していく必要があります。 

 人件費については、令和５年度決算を基に、毎年度の採用者数と退職者数を見込

み、令和５年度からの段階的な定年年齢引上げを含めて職員数を推計し、定期昇給を

試算した結果、令和 15 年度には 32 億 3,700 万円と推計しています。なお、令和 15

年度における定年年齢引上げ後の職員の人件費は 1億 7,900 万円を見込んでいます。 
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■職員数の推移 
（単位：人）

※ 消防職員は、H23 に北はりま消防組合職員となったため、以降は職員数に含めない。 

※ H27 以降は、教育長を含めない。 

※ 職員数には会計年度任用職員を含めない。 

② 扶助費 

    社会保障制度の一環として福祉サービスの提供に直接必要な経費である扶助費は、

生活保護法や児童福祉法、老人福祉法など、国の法律に基づいて支出するものと、

地方自治体が住民福祉の増進を図るため、独自の施策において支出するものとがあ

り、高齢化の進展や子育て支援の充実等により年々増加しています。 

    特に、市が独自の施策として支出する扶助費については、国・県の制度を補完す

るものとして、あるいは国・県の制度を先導するものとして重要な役割を果たして

きました。しかしながら、扶助費の増大により、社会インフラ整備などの予算を削

減せざるを得ない状況も見られるなど、低成長時代における扶助費の増大は、大き

な課題となっています。  

    将来にわたりその機能を維持していくためには、個々の事業について、社会情勢

の変化や給付と負担のバランスなどを考慮し、改善や見直しを行いながら財源を確

保する必要があります。 

    令和５年度決算では、コロナ対策や物価高騰対策として臨時交付金を活用して実

施した、低所得世帯等への支援金給付や小中学校の給食費無償化の影響で5億8,100

万円の増となりました。平成18年度の扶助費は6億400万円でしたが、子育て支援の

充実や高齢化などの影響でゆるやかに増加するものと試算し、令和15年度には12億

3,300万円と推計しています。 
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■扶助費の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

③ 公債費 

    学校や道路などの施設整備を行うために、市が国などから借り入れたお金（地方

債）の返済費用（元金と利子の合計）である公債費については、平成 18 年度は 22

億 3,600 万円で、その後は早期償還や借入の抑制により減少傾向でしたが、臨時財

政対策債のほか庁舎建設や小中一貫校整備事業など大型事業に係る合併特例債の償

還額が増加し、令和 14 年度及び 15 年度には 27 億 4,700 万円と推計しています。 

    なお、増加傾向の要因である公共施設等適正管理推進事業債※及び合併特例債に

ついては、元利償還金に対して交付税措置がある地方債です。（※除却事業を除

く） 

■公債費の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。
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２ 投資的経費 
   その経費の支出の効果が単年度または短期的に終わらず、道路や学校施設などの社

会インフラ整備である固定的な資本の形成に向けられる投資的経費は、主に補助事業

と単独事業に区分されます。補助事業に関しては、国の景気対策の影響を受け、景気

変動の影響により増減する傾向にあります。また、単独事業については、市の財政状

況によるところが大きいため、後年度に交付税措置のある地方債を有効に活用しつ

つ、市の財政状況を見ながら必要な事業を行います。 

   公共施設等総合管理計画などに基づき、今後見込まれる投資的事業を試算し、小中

一貫校整備等の大型投資事業については、公共施設整備基金を積極的に活用すること

で、年度間の負担の平準化を図ります。なお、滝野地域小中一貫校の開校を令和10年

度に予定しており、その後も一定の投資的事業を見込んで推計しています。 

■投資的経費の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。 

合併特例債 

合併特例債とは、合併した市町村が新しいまちづくりに必要な事業について、新都市建

設計画に基づき、借入することができる地方債です。事業費の95％を上限に借り入れする

ことができ、後年度において元利償還金の70％が普通交付税の基準財政需要額に算入され

る地方債で、令和６年度の算入額は、約5億6,000万円となっています。 

この合併特例債は、地方単独事業のみならず、国庫補助事業に係る地方負担額（いわゆ

る補助裏）にも充てることができるため、必要な事業に関しては、この地方債を充てて事

業を実施しています。 

加東市の合併特例債（合併特例事業分）の発行限度額は 151 億 4,300 万円で、令和５年度

決算時点における発行額は 147 億 4,620 万円となっています。 

※ 平成 30 年４月の「東日本大震災に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関する法律」

の一部改正により、合併特例債の発行可能期間が５年延長されたため、本市においても

「新都市建設計画」を改正し、令和７年度まで活用することが可能となっています。 
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（参考：年度別事業費及び財源内訳） 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。 

※ 基金繰入金は、公共施設整備基金繰入金及び地域振興基金繰入金。 

３ 維持補修費・物件費 
   市が管理する公共用または公用施設等の効用を維持するための費用である維持補修

費は、施設等の老朽化が進めば増加するため、過去の伸び率を参考に試算した結果、

令和15年度には1億9,000万円と推計しています。 

また、人件費、扶助費、維持補修費などを除く、消費的費用（支出の効果が単年度

または極めて短期間で終わるもの）である物件費については、物価高騰による経費の

増を踏まえ、過去の伸び率を参考に試算した結果、令和15年度には24億9,100万円と

推計しています。なお、ふるさと納税推進事業については、ふるさと納税の減少など

に伴い令和３年度をピークに徐々に減少するものと見込んでいます。 

■維持補修費・物件費の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

H18 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R 10 R 11 R 12 R 13 R 14 R 15

937 6,403 3,440 6,608 6,555 3,462 6,543 6,509 2,110 2,015 1,637 1,243 1,052 1,414

国 県 補 助 金 197 1,853 439 1,071 1,408 814 1,086 387 133 130 139 110 43 57

地 方 債 335 3,422 2,085 4,083 3,535 1,957 4,320 4,491 1,538 1,368 1,098 750 736 1,010

そ の 他 特 財 33 78 60 85 15 35 30 21 42 17 34 8 0 0

基 金 繰 入 金 0 0 150 629 789 254 599 939 125 200 43 120 20 21

一 般 財 源 372 1,050 706 740 808 402 508 671 272 300 323 255 253 326

事 業 費
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４ 補助費等 
   一部事務組合負担金及び水道事業等の企業会計への補助金である補助費等について

は、企業立地奨励金や下水道事業会計への補助金の減により、減少するものと試算し

た結果、令和15年度には28億2,600万円と推計しています。 

   なお、次期ごみ処理施設整備事業に係る令和12年度以降の小野加東加西環境施設事

務組合への負担金も補助費に該当しますが、地方債の活用を予定するため、投資的経

費に計上しています。 

■補助費等の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。 

※ H18 には、下水道事業に係る額が含まれていない。 

５ 積立金 
   基金への積立金については、大型事業に対応するため、これまで公共施設整備基金

へ積み立てを行ってきましたが、今後は小中一貫校整備等に活用し、負担の平準化を

図ります。 

なお、令和６年度から10年度は、令和５年度及び６年度に発行したひょうごグリー

ン県民債について、協定に基づき減債基金を積み立てるものです。 

■積立金の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。 
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６ 繰出金 
   医療や介護に係る費用が年々増加する見込みのため、国民健康保険特別会計や介護

保険保険事業特別会計など特別会計への繰出金については、今後も徐々に増加し、令

和15年度には15億100万円と推計しています。 

   なお、今後の医療費や介護給付費等の伸びによっては、さらに増大することも考え

られます。 

■繰出金の推移 
（単位：百万円）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。 

※ H18 は、下水道事業に係る額 15 億 8,600 万円が含まれている。
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Ⅳ 基金・市債 

  基金については、財政運営に支障を来すことがないよう、これまで積極的に積立を行

ってきた結果、平成 18 年度の基金残高は 46 億 4,500 万円でしたが、令和３年度には

145 億 4,300 万円となりました。以降は小中一貫校整備等に公共施設整備基金を活用す

ることで減少し、５年度には 133 億 7,800 万円となりました。今後も、公共施設整備基

金の活用や収支不足を補うために財政調整基金を取り崩すことにより減少し、令和 15

年度では 92 億 7,300 万円減の 41 億 500 万円になると試算しています。 

  市債については、小中一貫校整備事業やそれに伴う小学校施設の統廃合に係る工事、

今後想定される産業団地創出事業などから、令和 15 年度は 238 億 1,700 万円と推計し

ています。なお、臨時財政対策債を除いた残高は、令和 15 年度で 206 億 400 万円とな

ります。 

  市税をはじめとする自主財源の確保が厳しい中、特定目的基金の取崩しと交付税措置

のある地方債の活用を進めてもなお、将来の財政負担が増す見込みのため、既存事業の

廃止・縮小を進め、事業の選択と集中、重点化を徹底していく必要があります。 

■基金残高・市債残高の推移 
（単位：百万円）

※ H18とR3～R5は決算額、R6は決算見込額、R7～R15は推計額。 
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Ⅴ 実質公債費比率 

  地方公共団体の実質的な公債費の大きさを、財政規模に対する割合で表したものであ

る実質公債費比率は、平成 18 年度が 18.2％であったことから、18％を下回るよう「加

東市財政健全化計画」を平成 19 年度に策定し、財政の健全化を進めてきました。その

結果、比率は大きく改善し、令和５年度の実質公債費比率は 6.6％となりました。 

今後は、地方債の元利償還金の増加により比率は上昇し、令和５年度の 6.6％を山と

して、公債費に充当する下水道事業への繰出金の減により徐々に下降し、その後は滝野

地域小中一貫校整備事業に伴う償還金の増により再び上昇していくものと試算していま

す。交付税措置のある有利な地方債を積極的に活用していく必要があります。 

■実質公債費比率の推移 
（単位：％）

※ H18 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

実質公債費比率 

実質公債費比率とは、地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経

常的に収入される財源のうち、公債費や公営企業債に対する繰出金などの公債費に準ずる

ものを含めた実質的な公債費相当額（普通交付税が措置されるものを除く）に充当された

ものの占める割合で、前３年度の平均値を使用します。 

地方債協議制度の下では、18％以上の団体は、地方債の発行に際し許可が必要となりま

す。さらに、25％以上の団体は単独事業に係る地方債が制限され、35％以上の団体は、こ

れらに加えて一部の一般公共事業債についても制限されることとなります。 
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Ⅵ 将来負担比率 

  地方公共団体が抱えている負債（地方債など）の大きさを、財政規模に対する割合で

表したものである将来負担比率は、平成 19 年度には 109.6％でしたが、公営企業債等

繰入見込額の減少や充当可能基金の増加などにより年々改善し、平成 23 年度以降はマ

イナス（将来負担比率なし）を推移しており、令和５年度はマイナス 73.5％となりま

した。 

  今後は、小中一貫校整備事業や産業団地創出事業、次期ごみ処理施設整備事業などの

大型事業に伴う地方債の発行などにより上昇し、令和 15 年度には 85.3％と見込んでい

るため、施設の統廃合などを進めることで、将来世代への負担を軽減していく必要があ

ります。 

■将来負担比率の推移 
（単位：％）

※ H19 と R3～R5 は決算額、R6 は決算見込額、R7～R15 は推計額。

将来負担比率 

将来負担比率とは、地方債など地方自治体が将来負担する負債全体から、基金や特定財

源など充当可能な財源を差し引いた実質的な将来負担額が標準財政規模に占める割合で

す。比率がマイナスの場合、将来負担比率はなしということになります。 

比率が早期健全化基準の350％を超えると早期健全化団体となり、早期に基準を下回る

よう「財政健全化計画」を定めなければなりません。 
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Ⅶ 財政計画（普通会計一般財源ベース） 
（単位：百万円）

R3決算 R4決算 R5決算 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

6,759 7,041 6,978 6,758 6,896 6,921 6,856 6,879 6,900 6,802 6,819 6,836 6,852

5,066 4,965 4,788 4,703 4,869 4,903 5,026 4,975 4,953 4,938 4,821 4,761 4,515

681 280 54 58 58 58 58 58 58 58 58 58 58

1,936 1,795 1,829 1,716 1,726 1,736 1,746 1,756 1,766 1,776 1,786 1,797 1,808

1,074 865 525 500 400 300 200 100 100 100 100 100 100

0 300 1,378 1,889 954 1,349 1,519 495 500 843 920 970 1,321

313 287 226 195 76 145 173 114 106 114 204 165 145

668 796 827 780 543 227 184 184 184 184 184 184 184

15,816 16,049 16,551 16,541 15,464 15,581 15,704 14,503 14,509 14,757 14,834 14,813 14,925

2,776 2,876 2,952 3,146 3,206 3,235 3,194 3,229 3,198 3,223 3,183 3,214 3,237

1,009 1,081 1,662 1,674 1,487 1,177 1,185 1,193 1,201 1,209 1,217 1,225 1,233

2,241 2,379 2,353 2,267 2,282 2,315 2,299 2,419 2,354 2,515 2,725 2,747 2,747

1,050 856 1,369 1,597 656 1,107 1,610 397 500 366 375 273 347

156 160 176 191 190 190 190 190 190 190 190 190 190

2,962 2,748 2,587 2,583 2,545 2,507 2,469 2,431 2,443 2,455 2,467 2,479 2,491

3,479 3,923 3,285 3,339 3,141 3,059 2,873 2,828 2,810 2,806 2,779 2,801 2,826

0 0 0 1 2 2 2 1 0 0 0 0 0

1,179 1,157 1,154 1,231 1,257 1,287 1,314 1,345 1,374 1,406 1,437 1,470 1,501

326 336 352 359 373 357 340 258 212 180 131 124 86

15,179 15,516 15,890 16,388 15,139 15,236 15,476 14,291 14,282 14,350 14,504 14,522 14,658

A 637 533 661 153 325 345 228 212 227 407 330 291 267

B 69 76 255 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

568 457 406 153 325 345 228 212 227 407 330 291 267

14,543 14,541 13,378 11,649 10,782 9,589 8,286 7,905 7,498 6,778 6,071 5,274 4,105

6,348 6,494 6,179 5,283 4,667 4,070 3,703 3,476 3,288 2,610 2,022 1,244 95

767 767 768 769 771 773 775 746 727 728 729 730 731

7,428 7,280 6,431 5,597 5,344 4,746 3,808 3,683 3,483 3,440 3,320 3,300 3,279

23,701 23,738 25,579 26,940 26,748 28,904 31,295 30,663 29,938 28,784 27,076 25,313 23,817

5.4 6.0 6.6 6.5 5.9 5.1 3.9 4.1 4.4 6.2 8.0 10.3 12.6

△ 86.4 △ 90.0 △ 73.5 △ 31.6 △ 25.6 7.4 39.2 43.9 53.7 66.3 63.8 67.0 85.3将 来 負 担 比 率

市 債 残 高

実 質 公 債 費 比 率
（ ３ カ 年 平 均 ）

う ち 減 債 基 金

そ の 他 基 金

積 立 基 金 残 高

うち財政調整基金

翌 年 度 に 繰 り
越 す べ き 財 源

実 質 収 支 （ Ａ - Ｂ ）

歳 出 計

歳 入 歳 出 差 引

繰 出 金

そ の 他

補 助 費 等

積 立 金

維 持 補 修 費

物 件 費

公 債 費

投 資 的 経 費

人 件 費

扶 助 費

そ の 他 の 収 入

歳 入 計

繰 入 金

純 繰 越 金

地方譲与税・税交付金等

寄 附 金

地 方 交 付 税 等

うち臨時財政対策債

地 方 税
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 財政計画（普通会計一般財源ベース）【前年度計画との差額】 
（単位：百万円）

R3決算 R4決算 R5決算 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

12 △ 100 48 84 117 154 188 185 221 254

207 △ 35 30 63 138 120 184 270 280 235

△ 65 △ 61 △ 61 △ 61 △ 61 △ 61 △ 61 △ 61 △ 61 △ 61

81 △ 42 △ 42 △ 43 △ 44 △ 45 △ 46 △ 47 △ 48 △ 48

△ 275 △ 200 △ 200 △ 200 △ 200 △ 200 △ 100 △ 100 △ 100 △ 100

169 1,171 444 △ 301 1,199 340 150 318 320 470

△ 1 △ 13 △ 128 △ 90 △ 43 △ 76 △ 113 △ 92 16 △ 50

341 524 346 30 △ 13 △ 13 △ 13 △ 13 △ 13 △ 13

534 1,305 498 △ 457 1,154 280 250 521 676 748

△ 58 120 190 199 172 199 165 199 187 218

570 571 373 52 48 44 40 36 32 28

4 27 55 81 69 95 58 20 220 284

118 620 △ 9 △ 625 950 △ 41 △ 62 △ 16 129 41

9 22 20 18 16 15 13 11 10 8

△ 224 △ 161 △ 163 △ 165 △ 177 △ 189 △ 152 △ 165 △ 178 △ 191

13 237 22 △ 124 20 193 217 243 209 231

0 1 2 2 2 1 0 0 0 0

13 71 78 86 95 102 111 120 134 143

2 68 90 110 131 98 59 54 46 56

447 1,576 658 △ 366 1,326 517 449 502 789 817

A 87 △ 271 △ 160 △ 91 △ 172 △ 237 △ 199 19 △ 113 △ 69

B 109 0 0 0 0 0 0 0 0 0

△ 22 △ 271 △ 160 △ 91 △ 172 △ 237 △ 199 19 △ 113 △ 69

△ 191 △ 1,435 △ 2,025 △ 1,830 △ 3,045 △ 3,486 △ 3,778 △ 4,197 △ 4,508 △ 5,039

△ 200 △ 970 △ 1,660 △ 2,011 △ 2,602 △ 3,043 △ 3,365 △ 3,867 △ 4,059 △ 4,571

0 △ 7 △ 13 △ 19 △ 25 △ 25 △ 45 △ 45 △ 45 △ 45

9 △ 458 △ 352 200 △ 418 △ 418 △ 368 △ 285 △ 404 △ 423

143 34 15 △ 177 2,606 3,126 3,221 3,534 3,696 3,842

0.1 0.2 △ 0.2 △ 0.9 △ 1.5 △ 0.6 0.4 0.8 0.9 1.5

△ 14.1 △ 1.4 8.5 3.1 38.1 50.8 59.4 67.8 69.1 82.1将 来 負 担 比 率

市 債 残 高

実 質 公 債 費 比 率
（ ３ カ 年 平 均 ）

う ち 減 債 基 金

そ の 他 基 金

積 立 基 金 残 高

うち財政調整基金

翌 年 度 に 繰 り
越 す べ き 財 源

実 質 収 支 （ Ａ - Ｂ ）

歳 出 計

歳 入 歳 出 差 引

繰 出 金

そ の 他

補 助 費 等

積 立 金

維 持 補 修 費

物 件 費

公 債 費

投 資 的 経 費

人 件 費

扶 助 費

そ の 他 の 収 入

歳 入 計

繰 入 金

純 繰 越 金

地方譲与税・税交付金等

寄 附 金

地 方 交 付 税 等

うち臨時財政対策債

地 方 税


